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〈研究ノート〉
アメリカの地域コミュニティと
キャリアデザイン風土（その1）
－米国西海岸にみる地域コミュニティのかたち－
法政大学キャリアデザイン学部教授小門裕幸
キャリアデザイン学を研究するのであれば、キャリア発祥の地である米国と
の文化風土の差を強く認識すべきと常々感じていた。本研究ノートは、米国滞
在の記憶が残っている間に、私の心に映った米国の地域コミュニティの風景を
記録にとどめるべく、持ち帰った資料を整理しつつ、掲記テーマで書き綴った
ものである。
キャリアデザイン学部では、コミュニティは四つのテーマの一つである。個
を形成するに当たり、またキャリアを構築する上で、生活をする上で、コミュ
ニティは不可欠であり、人との付き合い、仲間づくり、個にとっての人との距
離・関係性、コミュニティ意識と言い換えてもよいと思われるが､重要である。
米国は家族を大切にしようとする意識が強い。時に日本人から見れば異常と
さえ見える。家族を強く意識しつつもそこからの自立意識もきわめて高い。と
同時に、とりわけ成功者に会うたびに地域への恩返し（givebacktothe
community）という言葉を耳にする。地域コミュニティへの思い入れが極めて
強いのである。米国の地域コミュニティを巡ってはロバート・パットナムを筆
頭に様々な議論がある。しかし、彼らには、なお地域コミュニティがこころの
よりどころの一つであり、都市化の匿名性に慣れ親しんだ日本人には理解でき
ないものをもっているように映る。地域コミュニティは厳然と存在し、そこで
個が認識され、個としての人間が成長する。個がコミュニティで育まれている。
キャリアデザインの視点からも、地域コミュニティに確かにキャリア支援の
ネットワークが存在する。
私が生活し取材を行ったのは、1990年代から2000年代初頭にかけてである。
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ちょうどネット革命が始まり急ピッチで米国経済が回復するころと符合する。
時代の変化は激しく、今となっては、やや陳腐化したきらいはあるが、日本で
も生活が長くなればなるほど彼我との差を日々強く感じることもあり、キャリ
アという言葉が創造された米国のコミュニティの姿を伝えたく、書き記すこと
にしたものである。
なお、私が経験した米国の地域コミュニティにご関心がある向きには、法政
大学イノベーションマネージメント研究センタ紀要No.１「シリコンバレーの
ソーシャルキャピタルに関する－考察」および拙著『エンジェルネットワーク』
(中央公論社）をご参照賜りたい。
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はじめに
米国の西海岸にいて個人が自立・自律・自活する生活に触れた。１８歳になる
と家をでる。カリフォルニア大学から学生を採用しようとしたことがある。レ
ジメと称せられる経歴書はこれまでに経験したさまざまなキャリアが描かれて
いる。クラブ活動、地域コミュニティの話、ＮＰＯでの経験などわが国の履歴
書とは異なるものである。
創造的な個を大切にする社会である。インターネットの民間利用が始まった
1994年の秋、ロサンジェルスにあるチャータ・スクールを訪問した。チャー
タ・スクールとは州政府が実験的な試みをするために設置している学校であ
る。その日は父兄面談が予定されていて`忙しいにもかかわらず、校長が校門ま
で迎えに来てくれていた。そのことに感動するも束の間。校長室にたどり着く
まで、愛くるしい生徒が校長先生にまとわりついてくる光景にあっけにとられ
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た。子供たちの目の輝きも驚いた。「インターネットは一日も早く導入します。
子供たちに世界の多様性を理解させなければいけません」多様性と創造性は隣
りあわせなのか、校長は自信を持って言い切った。
個は競争させる。しかし、そこには徹底したルール遵守とフェアプレイ精神
が求められる。競争するとは英語でコンピートというが、その意味は相手を蹴
落とすことではない。共に同じ方向を向いて走るという意味である。一生懸命
頑張ることである。個の存在、個性を大切にし、その独立性が強く求められる。
従って個人は孤独であることを認識させられる。孤独であるがゆえに、人を思
いやる心が芽生え、一人ぼっちであると感じるからこそ、強く愛し合う。一人
では何もできないことを身にしみて感じるからこそ、お互いに助け合い協働作
業を実践するのではないか。シリコンバレーを観察していて強くそう感じた。
群れることで安心感を抱こうとする集団主義とは一線を画している。
街中で、大きな荷物をもって困っていたら若人に助けられ、スーパの駐車場
でぼんやりして人を待っていたら「ＣＡＮＩＨＥＬＰＹＯＵ？」とおばさんに声を
かけられる。公園で一人ぽつねんとバレーボールに興じる人たちを見ていたら
｢一緒にやらないか」と誘いがかかる。日系のスーパマーケットの前で、奥尻
島の地震被災者のために、募金をしていたら、日本人の駐在員は募金を敬遠す
る一方で、よれよれのＴシャツを着ていたアメリカ人の若者が車に戻って小切
手に10ドルと書いて持ってくる。犠牲者がでた事故現場はうずたかく花輪で埋
まる。
私が住んでいたコミュニティの広い道路を100キロ近いスピードで駆け抜け
たら、地元の人に追跡されて叱責された。国立公園で美しい石ころを息子にせ
がまれてリュックに入れたら、後ろにいたおじさんにこつぴどく注意された。
他人に対する思いやり、ルールをみんなで守ろうとする高い志はどこから来る
のか。
地域のコミュニティにはコミュニティを変革しようとする力が内在してい
る。時としてコミュニティのマグマが噴出する。自分たちのことは自分たちで
解決しようとする自力本願の哲学がそこにある。何事に対してもチャレンジし
ようとするフロンティア精神がそこに息づいている。自らの判断で投資をする
自立した公共的個人がコミュニティを創造している。
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市民（Citizen）という言葉がある。わが国ではまち（市）に住む人というよ
うな定義がまかり通り明確には意識されない言葉である。しかし、ここで紹介
する地域コミュニティを支え動かす人たちは、そこに住み生活し地域コミュニ
ティ活動に参加し関与し実践する人たちである。彼らのような人たちを市民と
呼ぶのだろう。市民であるということ、市民精神とでも訳すべき“シテイズン
シップ（Citizenship)”とは、政治的な意識をもち行動に移す人のことを意味
する(1)。つまり、市民とは自分たちのことは自分たちで考え自分たちでなんと
か解を見つけようとする人たちのことで、その目的は自分たちの生活空間をよ
いコミュニティに創造する営みである。
Ｉ米国の地域コミュニティの風景
【市会議員・市長はボランティア】
市役所の場所がわからない。「ローゼンバーグさんはいらっしゃいますか」
移動中のマイクロバスから市長に電話を入れた。何度かけても弁護士事務所に
かかってしまう。はたして市長は弁護士であった。我々にくれた連絡先は弁護
士事務所。「市役所に行くといって出かけました」ようやく秘書に繋がった。
数年前、カリフォルニア州（35.1百万人）の州都サクラメント（人口435万人
地域圏1.9百万人）に近い、カリフォルニア大学デーピス校を有する大学都市
デービス（人口6.4万人）を訪問したときのことだ。市長職はフルタイムでは
ない。給与は州法に規定がある(2)。彼の給与は月４，５万円。市長はボラン
ティア的な職種である。専従ではない。法律には定例議会を月一回開催と記載
されている。ベンチャー企業の社外取締役の給与と同じだ。取締役会も月一回
開催される。
こんな経験もした。日系企業の米国法人の副社長に挨拶したときのことであ
る。「あなたとは以前お会いました」始めての訪問である。記憶がない。彼は
ロサンジェルス暴動を起こしたサウスセントラル地域に隣接し、人口減少で悩
むホーソン市（人口8.6万人）の市長であった。ハリウッドの映画産業の全盛
時には、有名俳優が邸宅を構える高級住宅地であったらしい。私は同市の航空
機部品企業を訪問したとき市長を表敬訪問している｡彼はそれを記憶していた。
30代後半、大柄で情熱がほとばしるタイプ。イタリア出身で南カリフォリニア
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(伊）協会の役員も兼務していた。親しくなり、政治パーティにも招待された。
パーティには中国人もいた。最近地元のホテルを彼が買い取った。企業誘致を
精力的に推し進めている。彼は日系企業の要人であると同時に、地域コミュニ
ティでの要人である。極めて多`忙といいながら二つの職をこなしている。彼ら
のコミュニティとの距離は予想外に近い。
サンルイオビスポ市（人口4.4万人)。カリフォルニア州の中央部、太平洋に
面す気候温暖な地がある。ロサンジェルスとサンフランシスコのちょうど真ん
中、生活コストが安く、老人の住みよいまちとして有名である。州立のカリ
フオルニアエ芸大学がある。ｍＭと組んで遠隔教育には先駆的な試みをしてい
たところだ。当市の市役所を訪問したときも驚いた。「授業で遅れた。待たせ
て申し訳なかった」といって市長が現れた。市庁舎に隣接する工芸大学の財政
学の教授であった（本稿の人口表示は2000年初頭のものである)。
【市民の手で進められるまちづくり、デービス市】
緑の木立の間に祷酒な市庁舎が現れた。建物入り口の左手に石碑がある。
｢1917年に法人化（incorporated)」と刻まれている。蔦のからまるレンガづく
りである。内部の紫色の派手な絨毯と相まって強く印象に残っている。市庁舎
らしくない。高等学校の校舎を転用している。内部を改造しコストをかけずに
』快適な仕事空間を創っている。デザインが素晴らしい。コミュニティの知恵を
感じた。
通常夕刻のラッシュアワーは５時から６時と相場が決まっている。デービス
では夕刻７時ごろから車ラッシュが始まる。市政に関するあまたの審議会や委
員会が始まるからだ。市民が夕食を済ませ馳せ参じる。市議会もこの時間に開
かれる（週一回以上)。400人以上の委員が任命されている。市役所の職員とほ
ぼ同数である。もちろん彼らもボランティア。数年に一度のまちづくり計画見
直し時には、委員参加に加えて毎回数百人の一般市民が参加する。市民参加は
意思決定過程を煩雑なものとする。決着に時間がかかる。しかし、コミュニ
ティへの理解を深め、コミットメント（責任分担）を約束させる。社会変革の
ための合意形成を引き出す。地域コミュニティの難問解決に繋がっている。住
民の市政参加ではない。ここでは、住民が市政を担っている。強いコミュニ
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ティが存在する。
デービス市は、古き良き時代の米国のスモールタウンを目指している。生活
の質が重視される。まちを南北に貫く２２マイルの緑道が緑のオープンスペース
を創り出している。まちのシンボルは自転車。市役所や公園にたくさんのミニ
チュアや見本がおいてある。一人一台を実現。市民の交通移動機会（トリップ）
の25％を占めている。様々に工夫された駐輪機器が名物でレストランの前は駐
輪場が優先だ。廃棄物にも関心が高く゜三つのＲを実践している。Reduce
(ごみを減らし)、Reuse（再利用し)、Recycle（リサイクルする)。ごみは三
分の二になった。
彼らはイノベーションと呼んでいるが、コミュニティづくりも先駆的だ。マ
イケル・コルベットという建築家が「ビレッジ・ホームズ（60エーカ、240戸)」
という環境重視型の村を建設。市長になって（1986～90）完成させる。世界の
話題となり、カーター元大統領やミッテラン元フランス大統領も訪問した。そ
の他、ミクストユースの住宅（オフィス・スペース分８エーカ）を実現した
｢アスペン・プロジェクト（110エーカ、241ユニット（独身用)、346戸)｣、２６
所帯が職住一体の共同生活をする「ミュイール・コモン｣、ＮＰＯ（limited
equitycooperative方式）で所有権を均等保有する「ドスピノス共同住宅
(NPOに対して売却可能であるが、入居時の転売制約をかけることにより税控
除を受け個人持ち家化を推進)｣、開発業者から土地の無償提供を受けた換地処
分により（州の資金の支援）老朽化した市街地建物を低所得者向け賃貸住宅に
建替えた「サニサイド・プロジェクト｣、ダウンタウンで家の間のフェンスを
撤去したミクストユース・アパートメント「ワグナーランチ（20エーカ、１３４
ユニット)」など数々の新しいタイプのコミュニティづくりを行っている。こ
れらのプロジェクトに共通するのは、市役所が開発業者に対して彼らの長期居
住を義務付けている点である。
【コミュニティの決断、個人財産に対する厳しい規制と豊かなまちづくり
カーメル市】
「市役所には大きな会議室がありません」議場（議会）が我々との面談の場
になった。カーメル・パイ・ザ・シー市、サンフランシスコ市から車で海岸沿
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いを南に下って－時間半。ペブルビーチという有名なゴルフ場に隣接する小さ
なまちである。人口４，５，千人。しかし、世界の人々を魅了して止まない。
1906年のサンフランシスコ大地震のあと、多くの芸術家が移り住み、まちを
造った。文筆家、俳優、画家など多くの芸術家が住んでいる。太平洋に面する
白砂の海岸と日本的な枝振りの青松の樹林に覆われたまち。一切の商業的開発
を拒否し、自然のままの海岸を残している。昔の日本の浜辺がここにある。松
の三分の一は町の林（アーバン・フオレスト）計画より人工的に植えられた。
植栽の可能性を高めるため、舗装道路も中央の道路だけで、道幅も狭い（最大
30フィート)、あくまでも歩行者が主役である。道は格子状であるが区画が小
さいので少し歩けば交差点がある。家並みはヒューマンスケール（人間的大き
さ）にこだわり、都市に村落共同体の風'情（アーバンビレッジ）を実現してい
る。住所には番地がなく、郵便物は自分でとりに行く。
小さな酒落たホテルと気の利いた画廊や骨董品屋、粋なブティック、個`性的
なカフェやレストランが立ち並ぶ。それぞれが個性的で芸術家の知性と創造性
に満ちている。これらが周りの環境と一体となって、独特のまちの雰囲気を醸
し出している。しもた家風の小さな木造の建物が市庁舎だった。中央の通りに
は面しておらず、脇道の松並木に隠れるようにしてあった。会議室がないから
と案内された議場は教会のようで祭壇部分（議長と市会議員が着席）と傍聴席
に分断されていた。祭壇部分の後方の壁に、住宅の立面図．平面図．側面図な
どが張ってあった｡その日の夕刻からまちづくり審議会が開かれるとのことで、
市長から任命（議員が認証）された委員（専門家）が夕刻集まってくる。カー
メル市の住宅コード（建築綱領）は厳しい。街路には外灯はなく、宅地内の外
灯も足下を照らすだけ40センチ程度の高さに制限し、傘を被せて散光を押さえ
ている。家の色にも制約があり、屋根ののり面も単純な平面は許されておらず、
出窓的な装飾を施すことが義務づけられている。
まちにはファースト・フードの店はない、大型スーパもない。レストランの
数も制限されている。まちのアイデンティティの一つである松の樹は一本一本
高校生の手によってデータ・ベース化されている。俳優クリント．イースト
ウッドが一時期市長を務めたが、それは、個人資産に対する規制に絶えかねて
の出馬だったと聞いている。このまちの不動産は飛びぬけて高い。環境と財産
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価値の保全には見事に成功した。それは、強いコミュニティの所産である。
【機能統合はしてもコミュニティ統合はしない米国の地方公共団体】
1990年代の前半、私はロサンジェルス市の南、小高い山が半島状に太平洋に
突き出ているパロスバーデスと言う地域に住んでいた。セキュリティがよく、
学校のレベルも高い。ロサンジェルス盆地にたれ込める空気からが遮断されて
いる。家族のある日本人駐在員が好んで住居を構えていた。ダウンタウンまで
は五十キロ弱、東京と八王子位の距離がある。セキュリティが良い。それは高
速道路（無料なのでフリーウエイと呼ばれる）から遠いことを意味する。朝の
ラッシュもあるが、一時間弱で通勤できる。道路の設計が良くできているから
だ。この地域は、地形的にも人口分布的にも一つの市域を形成してもおかしく
ないところであるが、コミュニティごとに四つの市に分かれている。
Ａ市は、最初に開発された。このエリアの入り口に位置し、ロサンジェルス
平野を見おろす斜面に超高級住宅地が展開している。入り口にはゲートがあっ
て、常時門番が見張っている。近くに馬場があり、プール、テニスコート付の
邸宅街。馬の愛好家が多く、馬に乗って生活できるようにまちが設計されてい
る。人口は千人に満たない。
Ｂ市（人口約一万三千人）は、海岸沿いに展開する地域でこのエリアの中で
も最も景色の良いところだ。コースト・ビュー（海岸の見える景色）と言って
海と町の両方の景色が楽しめる位置にある。市の中央部､緑に囲まれた空間に、
茶褐色の瓦を基調にした瀞栖なスペイン風のコミュニティ・センターがある。
図書館も併設され、ちょっとした買い物ができ、しゃれたレストランもこの一
角に潜んでいる。木漏れ日を浴びながら裏の道を走ると、ロサンジェルスでも
指折りのカントリークラブが現れる。このカントリークラブはこの市の住民で
ないと入会資格がない。ゴルフ場を見おろせるレストランが併設されている。
ここのサンデー・ブランチはおいしいので有名だ。メンバーでないとやはり入
れない。
Ｃ市（人口一万数千人）はやまの上に位置する。比較的平坦なところだが景
色は楽しめない。コンドミニアム形式の家が多く。老夫婦、若い夫婦を中心に
住んでいる。この地域はいくつかに分かれているが、すべてゲート・コミユニ
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テイで、芝生に囲まれ、コミュニティ毎にプール、テニスコートが設置されて
いる。リゾート・ハウスの趣がある。
Ｄ市（人口三万人を超える）は、それ以外の地域で、ゲートもなく戸建住宅
の並んでいるところである。この地域の中にショッピングセンタ、百貨店、ス
ケート場、パブリックのゴルフ場等様々の施設がある。
これらの四市は独立して地域コミュニティとしての機能を果たしている。た
だし、学校についてはこの四つの市が別途学校区（スクール・デストリクト）
と呼ばれる行政区を形成して運営。水道事業も同様である。山を下ったところ
にある大きな市、トーランスまで行けば社会保険、司法その他もろもろの公的
事務を済ませることができる。開発の経緯もあるのだと思うが、このような小
さい単位の地域コミュニティが、市として独立して存在し、大きな市から機能
のアウトソースを受け、また異なる行政サービスをもつ特別区と重なり合いな
がら多数存在している。
カリフォルニア州の市はそれぞれが異なる顔を持っている。住民は市民憲章
を定め、市を組織する。新しい世代はそのコミュニティの伝統を良しとすれば
そこにすめばよい。気に入らないなら異なるコミュニティに移る選択権を持っ
ている。就職も職種と地域の選択になる。山の地域、海の地域、都会か田舎。
インターネットは、給与水準とともに居住環境のデータが組み込まれている。
賃貸アパートの`情報も満載されている。
コミュニティは魅力を高めないと不動産価値を維持することが難しい。新し
い住民に対しては早くコミュニティの一員になることを求める。隣組新人会
(ニュー・ネイバーズ・アソシエーション）と呼ばれる会があった。直近三カ
年に住み着いた新参者が集まる。コミュニティへの順応を助け参加意識を高め
ている。
このような自分たちのコミュニティを自分たちの手で良くしようとする集ま
りは随所に見られ、自主自発の精神、市民精神の発揮する場（後述トクビルは
結社と命名）としてのＮＰＯが用意されている。日本と違いきわめて簡便に法
人化できる。
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Ⅱ豊かな地域コミュニティを生み出す仕組み、地方自治一小さな地方
公共体、情熱が凝縮するＮＰＯ活動、俊敏な民間企業の役割とガバ
ナンスー
【わが国とは似て非なるアメリカの地方自治の仕組み】
地域の自治の仕組みは国の歴史と伝統の所産である。米国は、独立`性の高い
コミュニティの集合体として州（国）ができ、弱い連合体として連邦が形成さ
れた。連邦の基盤は脆弱である(3)。それぞれの州は独自の憲法をもち法律が異
なる。米国は、自立した個人が対等な人間関係の中で、まつざらな白地図に自
由に溌刺と新しい社会を創っていった。そこに専制君主はいなかった。理想的
なかたちでの地域コミュニティづくりが展開する。
フランス人アレクシス・ドウ・トクピル(4)が、1830年ごろの米国を訪問し彼
らの対等意識に感動している。貴族社会と比較して（貴族社会では人々は事実
上留置状態にあり団結の必要性を感じない)、次のように分析している。「米国
人は、自分たちが創り上げた真に対等で民主的な社会では、市民が孤立．独立
しているがゆえに、一人では弱く・無力で・他人への強制ができないことを強
く自覚し、（自由に）助け合うことの重要性を学んでいる。また、政治的に参
画しないと、自らが大変な危険にさらされ、生活（豊かな文明）が破壊される
可能性があることを理解している。彼らは、新しいコンセプトや理念を抱いた
とき、激しく共鳴者を求め団結する。そしてそれが一つの権力になることを彼
らは知っている。専制政治下の平等は、決して紐帯を生み出さない。人々は団
結せず、むしろばらばらに引き離される。他人のことを考えない無関心という
公徳をつくる(5)。
米国は州が国である。州政府直轄の行政単位として郡（county）がある。郡
は必要最低限の行政サービスを行なう（シェリフは郡の警察官、ハイウェイは
郡が管理)。アメリカの地方自治体（Municipality)(6)は、大小さまざまである。
ロサンジェルス市のように人口三百万人を越える大都市（特別都市；
charteredcities）は例外である。市(generallawcities)は基本的には小さい(7)。
市が民主主義の原点である。
アメリカ全土には人口２億８千万人に対し約８万の地方自治体がある（1990
年代後半)。千人に満たない市が約８千、数十人の規模の市も存在する。また、
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当然のことながら市に組織化されない地域（unincorporatedarea）がある。
ロサンジェルスやサンフランシスコなどの大都市の周辺にもこのような地域が
あまたある。公共サービスは劣るが、土地や税金が安い。それも選択肢の一つ
である。市域になっていない郡直轄地域では、郡会議を経て最終的には住民投
票で市の設立が今でも認められている。
アメリカの国の歴史は浅い。そもそも地域コミュニティしかなかった。独立
戦争のために国という枠組みが必要となった。基本的には小さな自治体の寄せ
集めにすぎない。その寄せ集めが秩序となった。個人と個人とが契約をして自
治体をつくる。社会契約の世界がここにある。直接民主主義である。コミュニ
ティに公共サービス、社会的サービスを提供するもの（NPO）が多数現れる。
NPOが地域コミュニティの面倒を見る。市役所はＮＰＯの一つである。
地方政府（市役所）は市民全体に寄与する公共財．サービスを提供する。
従って市によってそのサービルは異なる。安全を重視し警察力を増強する市も
あれば、教育で独自性をだす市もある。馬の愛好家のための市もある。ＮＰＯ
は異なる便益の範囲で希望するものに社会的な財・サービスを提供する｡その
意味では市とＮＰＯは相互に補完的である。
我が国は、国の成り立ちが、民を管理・監督するというところから発し
ている。米国とは基本的に相違する。法体系も我が国は基本的に原則禁止、
お上が承諾を与えるというスタイルが貫かれているように見える｡米国は、
原則自由、必要なものについてルール（秩序）をつくり、みんなでまもる。
我が国の地方公共団体は中央政府の末端として機能を多分に負っている。
アメリカの市は、住民がより良い公共サービスを得るために自主的に自分
たちのために組成するものである。地域コミュニティみずからが自衛
し、・運営を行なっていた。直接民主主義の世界である。その上に州政府
と連邦政府が乗つかった。この構図は地域自治があったところに大名が
乗つかった江戸時代に似てなくもない。
【機能的に使い分けられる三つの法人市役所、NPO、民間企業】
地域コミュニティのプロジェクトを遂行する組織（事業主体）として主とし
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て三つの形態が考えられる。徴税権がある市、ピラミッド型組織で処理をする。
寄付や補助金などで資金調達をするＮＰＯ、ネットワークを駆使しながら処理
をする。リスクマネー（株式）や銀行借り入れなどその他幅広く市場から資金
の調達ができる民間企業、競争原理・市場原理の世界で事業を展開する。
ＮＰＯは州政府への届出で法人化される(8)。免税措置は連邦国税庁（IRS）と
の交渉となるが、左程の時間はかからない。ＮＰＯ法人は公益、共益法人など
に区分され、公益性の高いものは、州政府（司法長官）への業務・会計報告書
の提出義務が課され、政府の審査権が発動されるが、通常は厳格な規制や監督
を受けることはない(9)。
各組織は、事業体として権能・効率性・機動性の点で長所・短所がある。
我々日本人が、地域コミュニティのプロジェクト（サービス）を実施する場合、
すべから<市役所が行なうのではなくて、どの組織体で取り組むべきかが検討
されるべきである。公共性と効率性とは次元の異なる問題だ。民間企業でも公
共性を担保する方法はある。
米国各地で起こっている地域コミュニティ再生の運動は、先駆者がイン
フォーマルな組織を立ち上げて走り出す。プロジェクトの実行段階で受けⅢを
考える。ＮＰＯでやるのか、民間企業的にやるのか、公共`性の強さに鑑みて地
方政府のプロジェクトにするのか。事業の受けmは自由に選択されるべきであ
る。
時代先駆的なオランダ、小国ながら経済的繁栄を維持しながら環境的にも優
れた国づくりをしている。世界の競争力白書でも上位に顔を出す。ここでも広
域連携の話が市民から発意ざれ軌道に乗った。デルタ計画。発端はイギリスか
ら来た都市計画家ピータ・ホールの発言から始まった。大学の先生を中心に勉
強会の輪が広がる。大学の先生が代表者兼事務局を引き受け、政府が補助金を
つける。市長（エルダーマン）もこれに参加する。国家オランダが賢明だと感
じるのは、政府という官僚組織では絶対に世の中は変えられないと達観してい
て、インフォーマルな組織を支援することにある。内容が良ければ政府も参加
して新しい政策をつくり実現していく。
地域コミュニティの運営は、ベンチャー企業と同じである。市民が様々な組
織を作って試行錯誤できるようにすればよい。ＮＰＯで可能であればやってみ
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る。地域の繁栄に貢献しそうなものはベンチャー企業として立ち上げ地域コ
ミュニティあげて支援する。市の公共的事業として取り込んで実行すべきもの
もでてくるだろう。
【NPOの種類政府はNPOの一種である】
米国のＮＰＯの教科書には、政府はＮＰＯであると記載されているものがある。
NPOを政府系（public）ＮＰＯと民間系（private）ＮＰＯに大別し、民間をさら
に慈善系（医療、教育、社会サービス、宗教、文化、科学）と事業系（クラブ、
労働組合、商工会議所、ビジネス関連の協会・業界団体など）に分けている。
シリコンバレーにある地域コミュニティ再生のためのＮＰＯであるＪＶＳＶＮや
スマートバレーは、事業性の高いＮＰＯ（連邦税法501（c）－６）としてス
タートしている。免税措置は限定的で法人寄付についてのみ減税される。個人
は除かれている。ＪＶＡＶＮはその後、慈善団体（同501（c）－３）の認定を受
け個人寄付も免税対象となった。
【市役所・NPOのガバナンス、チェック.アンド・バランス（牽制の仕組み)】
地域コミュニティである市の活動内容は議会で決定ざれシティ゛マネージャ
が職員を使って執行する。市の活動の公共性・適正性も議会において管理．監
督・監査される。住民は立法手続きにかかわる委員会の委員となり発言するこ
とができる。公聴会での質疑に参加する。地域コミュニティの重要事項は必ず
住民投票にかけられる。また陪審員制度が存在し住民は権利と義務としてこれ
に参加する。直接民主主義の世界がそこにある。
米国の組織のチェック．アンド・バランスの仕組みは公的組織であろうと民
間組織であろうとすべて同じだといわれる。市(10)という地方公共団体もＮＰＯ
も株式会社も基本的な枠組みは同じである。同じ考え方で貫徹されている。
市役所は、市民が非常勤の市会議員を選出し市会議員の互選で市長（議長）
が選ばれる。市会議員が市役所という執行組織の統括執行責任者であるシ
ティ．マネージャ（日本では市長）を任命する。シティー・マネージャは常勤
で、議会の意を受け職員を使って業務を遂行する。議会は、執行マネージャの
人事権を持ち、予算（報酬を含む）を決定し、事業内容の監査を行う。市長、
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市会議員はボランティアの一般市民である。シティ・マネージャは、専業で、
大学でシティ・マネージメントを修めている専門家である。市民に必要なもの
は市民が考える。市民の意向を受けて市会が、地域に必要なものを決議し、プ
ロであるシティ・マネージャがそれを効率的に実行に移す。プロとアマの役割
分担が明確である。市役所もＮＰＯも地域コミュニティを豊かにするための道
具である。
ＮＰＯは、理事会（boardofdirectors）を構成する理事の互選で理事長（会
長）が選ばれる。当該ＮＰＯにより便益を受ける会員により通常理事が選ばれ
る。理事会がNPO組織を経営する専従の最高執行責任者を選ぶ。代表執行責
任者は、通常事務局長（executivedirector)、ときに社長（president）と呼ば
れる。民間企業の統治の仕組みも同様で、株主が選ぶ取締役（基本的には社外
の人材を充てる）が取締役会を構成し、会長（議長）を選び、取締役会が専従
の執行最高責任者（CEO）を任命する。取締役会には人事権、報酬決定権、
監査権が付与されている。取締役には、通常CEO、ＣＯＯのいずれかもしくは
双方が加わる。地域コミュニティの再生を扱う場合、ベンチャー企業に地域再
生をかけるケースも多い｡地域コミュニティの企業を世界の企業に育て上げる。
会長がCEOとはならず、執行役員の人事・報酬、企業の監査権をもちながら
会社を育てていく。業績が上がらないと社長の首が飛ぶ。ベンチャー企業の取
締役会には支援というもう一つの大きな機能が付け加わる｡ベンチャー企業は、
有力者を社外取締役に取り込み、社会認知・信用を得、彼らのネットワークに
支援ざれ成長する。
市会議員、ＮＰＯの理事、企業の取締役（大半が社外役員）は非常勤である。
そして無報酬。会議に出席した場合に一回につき実費として数百ドルもらう程
度である。ベンチャー企業の取締役も同様である。
NPOの理事は非常勤であるが、民間企業よりも職責は大である。一般にNPO
の理事については、四つのＷが必要とされている。功なり名遂げて社会的な地
位も高く影響力（wallop）がありお金（wealth）も知恵（Wisdom）もある人
で、時間の余裕があり汗を流して働ける人（work）が理想である。民間企業の
社外取締役より明らかに忙しく負担が大きい。実際に働かないといけない。
カリフォルニア州のＮＰＯの大きな特徴は、意思決定の迅速性・事業の効率
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性を確保するため、議決権ある社員を持たない選択肢が与えられている点だ。
社員制により仲良しクラブとなる悪弊を断ち切る意味でも会員に議決権を与え
ないとの判断もあるようだ。地域コミュニティ活性化のための事業性の高い
ＮＰＯは、仰々しい社員総会や役員選挙を実施せず、スピード経営を行なって
いる。
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Ⅲ新しい時代を先取りする地域コミュニティの空気
カリフォルニアに来ると、私は人が変わった様な気分に襲われる。気候がい
つも良いことも一因かもしれない。しかし、会う人たち、みんなが、それぞれ
の人生を個性的に生きていることが実感できるからではないか。自由でカジュ
アルでフラット（対等）な雰囲気。,情熱に満ちて明るくて仕事はエクサイティ
ングだ。ここではキャリア形成の場となる地域コミュニティの空気について触
れるが、法政大学キャリアデザイン学会紀要Vol５号に掲載した『キャリアデ
ザインの時代』のⅡの３「バウンダリレス社会としてのシリコンバレー」と若
干重なるところもあるが、ご容赦願いたい。
【サステイナブルなまちづくりの実践】
シリコンバレーは､この数年訪れるたびにまちとしての趣を進化させている。
その中心的役割を果たすパロアルト市（人口5.8万人）は、スタンフォード大
学（大学は独立した行政区を形成する）に隣接するまちである。整然としたダ
ウンタウンの街路に覆い被さるような並木の緑が一際深く美しい。歩道には、
人波が途絶えることがなく賑わいがある。街路の中央をゆったりとした調子で
静かに行き交う車には日本で味わうような違和感がない。道路沿いに設けられ
た駐車ゾーンが巧みに配置きれ歩道と車道とを分断してくれる。人、駐車する
車、移動する車、人車一体となり、賑わいに安堵感さえ与えてくれる。脇道に
入ると酒落た佇まいレストランがある。住宅街に入ると自転車専用道が整備さ
れている。古い伝統のある建物の保存に注力しつつその建物を中核にして新た
な就業の場を創造し朝出勤すれば車で移動することなく一日中そこで用が足せ
る複合的施設の建設が計画的に進んでいた。パロアルト市は、まちづくりの憲
法と呼ばれるアワニー原則をいち早く採用した。着実に実行に移す。一方、ハ
イテク都市として、’00メガの光ファイバー幹線網を市域全域にいち早く張り
巡らした。情報化社会の実験も先んじた。市当局が事業主体になって（米国で
はユーティリティ事業を市当局が経営することが許されている)推進している。
パロアルトの隣町、マウンテンビュ_市（人口７万人）もダウンタウンの改
修を行なっている。表通りを商店・レストラン・オフィス・住宅の混在するミ
クストユースとし、裏に駐車場を集約した。コミュニティ誌にＡ案、Ｂ案、Ｃ
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案の改修計画を掲載していた。住民が決めて（住民投票)、古い建物を撤去し
ないで改造による低層の美しい町並みが出来上がった｡デザインも素晴らしい。
サンノゼ市（90万人地域圏1.7百万人）ではライトレールを延伸し、バスの循
環路線も市域を越えて増設した。交通量削減に努力が続いている。人が住むの
にふさわしい、より快適な町。シリコンバレーのまちはみなサステイナブルコ
ミュニティにむけて歩みだした。
【地域コミュニティの富を歴史と伝統に】
パルアルト市のダウンタウンの中央にある小さなホテルの－階はレストラン
になっている。休日の朝はコミュニティの人たちでにぎわう。「シリコンバ
レーは豊かになりました。いまや世界の富がここに集まっています。この富を
地域コミュニティの文化と伝統のために使いたいのです。新しい非営利組織を
立ち上げました｣。我々を招待した友人はこう告げた。伝統と文化に対する投
資。新鮮に覚えた。地域に集まった資金・富を文化に振り向ける。シリコンバ
レーで功なり名遂げた人はこのようなことを考え、自らから実践しようとして
いる。感慨にふけっていると、彼の知人が現れたのか、突然立ち上がって挨拶
をしている。スタンフォード大学の理事長だそうだ。小柄で温和な普通のおじ
さんである。人が入ってくると誰かが立ち上がって挨拶を交わす。とりすまし
たレストランとは大違い。カジュアルな雰囲気、和気藷々と休日のブランチが
進行する。ダウンタウンのレストランがコミュニティの社交場。えもいえぬ暖
かい雰囲気が漂っていた。
スローフードを知っていますか。先日もイタリアに行ってきました。ス
ロー・フード協会に入って推進しているのです」スローフードとは、ファース
トフード的アメリカ文化に対抗してイタリアではじめられた運動である。ゆっ
たりと時間をかけて食事をする。ランチでさえ数時間もかける。ｅバブルとい
われベンチャー神話に酔った時代。時代のテンポが凄まじい('1)。先頭を切って
疾走しているシリコンバレーで、スローフードの話を聞こうとは夢にも思わな
かった。ビジネスに追いまくられている世界と、個人の生活の質を重視する世
界の共存。スピードが使い分けられるシリコンバレーの懐の深さ、多層な社会
の一端を垣間見た瞬間であった。会社人間ではない個人、自分の時間は自分で
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マネージできるバウンダリレスキャリアに限りなく近い世界がそうさせるのか
もしれない。
【三つのOK】
「シリコンバレーには三つのＯＫがある」スタンフォード大学のビル・ミラー
教授がよく言った言葉である。失敗してよい（failure)。転職してかまわない
(changejob)。競争相手との会話は大歓迎である（talktothecompetitor)。
この三つである。
ほめ上手の国である。失敗が小さな成功にかき消される。子供の野球の試合。
ちぴちゃんが生意気にもバットを振って登場する。どう見ても当たりそうにな
い。三振した。「ナイス・トライ！」大きな声がかかる。また彼に順番が回っ
てきた。キャッチャーが後逸した。振り逃げだ。「走れ走れ」割れんばかりの
声援である。「良くやった」とほめられる。
チャレンジの場、挑戦の場が設けられている。小学校５年になった息子が小
さな木片を削ってミニカーを作っている。コンペがあるという。スーパーマー
ケットの一角に滑り台のような傾斜を作って持ち寄ったものを走らせる。子供
は必死である。何か目標を決めて一生懸命やらせてみる。勝ち負けではなく、
チャレンジすることの楽しさを実感させる。彼らはまたチャレンジする。学校
に数学クラブが在る。年に数回大会がある。勝ち抜き戦で問題を解かせて競わ
せる。勝ち進むと州の大会まである。父兄も参加する。成績優秀者を発表しみ
んなで賞賛する。
ＰＴＡの年次総会があった。功労者が表彰された。最後に日本人のお母さん
が呼ばれた。英語が不自由なのに裏方に徹してよくやってくれたというのだ。
万来の拍手である。一枚の表彰状に感動する。日常の努力を評価し感謝の気持
ちを惜しまない。信頼関係がつくられる。私も、今考えると、秘書にうまく使
われていた気がする。褒めて褒めて褒めちぎられてチャレンジさせられた。挑
戦・努力・奉仕が評価される。そんな風土が米国には染み付いているようだ。
米国人はよく職を変える。シリコンバレーのベンチャーの求人では、数十倍
の応募があった。失業者ではない。気に入ったベンチャーがあれば会社を辞め
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る。先端的技術を学ぶ場がベンチャーとの認識がある。株式公開という楽しみ
もある。大企業から引き抜く。大企業への出戻りも許される。転職は勲章であ
る。業績を積み上げて今がある。昔のネットワークが生きている。
技術変化が激しい。満室（席）と聞いたインキュベーターの席があちこち空
いている。五時以降集まってくるというのだ。Ａ社のａ君、Ｂ社のｂ君、Ｃ社
のｃ君がビジネスプランを練って、プロトタイプを作っていく。計画が軌道に
乗り始めると会社を－人やめ二人やめベンチャーに参加する。ベンチャー準備
の夜の仕事はムーンライトワーキングと呼ばれている。企業を変わることで技
術を磨き、ネットワークも拡大する。転職するときにはメンターに相談する。
個人には必ず人生の師と仰ぐ相談相手、メンターがいる。コミュニティの深み
が違う。
ベンチャーの社長が、競争相手の社長に電話をして技術問題を解決した。商
品化の直前である。相手の社長とは面識がない。こんな話をあちこちで聞かさ
れる。シリコンバレーはネットワークを介して様々な,情報が交換ざれ共有され
る。インキュベーターを訪問した。成功ベンチャーがたくさんでた。事務局長
曰く。三つの入居条件があるという。その一つは情報の共有。教えてくれと頼
まれて、拒否をすると退去させられる。あとの二つは市場があることと素直に
人の言うことを聞き入れることである。事務局長は元神父。神学は人間を理解
する最大の学問である。
人格・識見・学歴（工学とＭＢＡ）どれをとっても非の打ち所のない元ベン
チャーキャピタリストの社長。インタヴューを終えて帰ろうとしていた私を追
いかけてきて「一言言い忘れた。シリコンバレーにはIBM（再生前の凋落する
巨大企業）に就職するなという合言葉がある。１０年いるとバカになる」と、軽
やかに言って立ち去った。
【サンマイクロシステムズとシスコシステムズの新しい理念】
「みんなで競争をすればみんなが勝利者になる。自分だけで独占して儲ける
時代は終わった。みんなに仕事を配分（アウトソース）すればするほど、みん
なが儲かる('2)」
「人材の時代である。人が大切だ。機械や設備（plants＆equipments）が
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あっても価値は生まない。資金を集めて機械を買い、造れば売れる時代はとう
の昔に去った。人が生み出す知識や知恵が大切だ（knowledgeworkers)。付
加価値を生む創造力豊かな人材の調達・育成が経営のポイントである。固定的
スキル（skill；技能）を重宝する時代は終わった。これからは生涯にわたって
学習し続けなければいけない（lifelonglearning)。労働者と経営者の対立で時
間を空費する余裕は無い（ｗage/Ownership)。自主性に富む生き生きしたチー
ム（team＆empowerment）に権限を委譲して創造性・生産性を如何に高め
るかがキーである。ピラミッド型の大きな組織では時代のうねりに的確に舵を
とれない。フラットな小さな分散型組織でないと生き延びることができない。
仕事は創り出すものだ（jobcreation)。ルーティンワークをこなす（job
preservation）のは仕事ではない。肩書き（status）の時代は終わった。それ
よりもその個人がどれだけネットワークを持っているかということ（network）
が大切だ」
前段はサンマイクロシステムズのホームページに掲載されていた言葉であ
る。後段は、シスコシステムズの当時の会長ジョン・モーグリッジの言葉であ
る。いずれも新しい時代の理念を捉えたものである。両企業とも、スタン
フォード大学から発した企業で時代の旗手として新しい文化を創出した。
1980年代急成長してシリコンバレーの大企業に仲間入りした。サンマイクロシ
ステムズはＪＡＶＡというオブジェクト指向の言語を開発して次世代のシステム
開発に貢献している。ソフトを売るのではなくソフトの普及により顧客コミュ
ニティを拡大し、サーバーの販売で収益をあげた。シスコシステムズ社は、イ
ンターネットの普及に必要な通信機器メーカである。一時期会社価値がＧＭを
抜きマイクロソフトに次ぐ地位を占めたこともある。
【シリコンバレーのパラダイム】
ネット革命の震源地となったシリコンバレーは、その技術先進性のみならず
そのような技術を生み出す新しい文化風土がジャーナリストの関心を呼んだ。
ニューヨークタイムズに寄稿するジオフリ・ジェイムズはシリコンバレーに二
十一世紀のカルチャーを見出した。伝統的マインド・セットと新しい時代のマ
インド・セットを次のように整理した。異邦人の私がシリコンバレーに感じて
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いた他地域との異質感と相通ずるものがある。伝統的資本主義社会とIＴ革命
で変質するシリコンバレー社会との対比表である。伝統社会の資本主義はナポ
レオンのピラミッド型軍隊になぞらえている。詳しくは学会紀要を参照しても
らいたいが、ここでは骨子のみ参考までに掲載する。
新しい社会
生態系
コミュニティ
奉仕
同僚
ビジョン
成長
僕
遊び
古い社会
戦場
巨大な機械
管理・監督・支配
子供
恐怖・脅し
苦しみ
主人
苦しみ
ビジネス
会社
マネージメント
従業員
仕事の動機付け
変化
コンピュータ
仕事
【日本と異なる研究開発環境】
日系の大手電気メーカの研究開発を担当していた米国駐在の役員。「いくら
がんばっても、社内にベンチャー的研究開発プロジェクトが起こらない。日本
では難しい。だから、シリコンバレーに連れてきた。一人ではできないと思っ
て、アメリカ人と組ませてみた。うまくいかない。基本的に研究開発風土が違
いすぎる」そういって彼は次の表を見せてくれた。
左側が日本的研究開発環境、右側が米国的研究開発環境である。
結果平等過程不問
過程重視結果重視
変化に弱く馴れ合い 変化に強く新陳代謝
全体融和 個性尊重
素直で向上心個人技尊重
集団採用個別採用
正統技術と改良技術（秀才）異端技術（異端人）
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総花的垂直統合企業 一点焦点企業
シリコンバレーで活躍するベンチャー経営者に「どうして日本人と一緒にベ
ンチャーをしないのか。連携をとれないのか」と聞いたことがある。「駐在員
で滞在期間が短い。３年もすれば帰ってしまう。腰掛け気分の日本人とは信頼
関係を作れない。日本の大企業は百億円以下の小さなマーケットの商品・製品
には関心がない。それともうひとつ、日本人にアイデアを見せると盗まれる」
といっていた。故郷を捨てる覚`悟で来ている東南アジアの人たちはベンチャー
同士で助け合う。コミュニティを形成している。日本人がそこに入るのは難し
い○
Ⅳ地域の資金循環を支えるエクイティ文化
【エクイティ文化】
シリコンバレーには、資金を地域コミュニティで循環させる。域外からも資
金を取り込む。若者にはメンタと呼ばれる相談相手がいる。激励される。起業
家にはエンジェルがいて経営支援をする。ベンチャーキャピタリストも冷たい
投資家ではない。ハンズオン型の心熱き企業プロデューサである。ベンチャー
起業家は成功するとベンチャー支援にまわる。ＮＰＯにも積極的に投資（寄付）
する。地域コミュニティに内在する力を感ずる。
キャリアデザイン的には、起業家はメンターやエンジェルに支援されて起業
する。彼らにキャリア構築の意識があるかどうかは別にして、メンターやエン
ジェルは明らかにキャリア支援的役割を果たしているといってよい。自主自発
の精神の発揚の場が用意され、それを支援する人たちをコミュニティが育んで
いる。そして、組織の受けⅢ、活動の場として株式会社やパートナーシップそ
してＮＰＯなど、手間的にもコスト的にも設立の容易な法人が用意されている。
自らの判断で地域コミュニティを変えるためにリスクを負った投資や無償の
資金提供などに自己資金を使う。米国、とりわけシリコンバレーにはこのよう
な自己資金の運用に対する前向きな考え方がある｡エクイテイ文化と呼びたい。
エクイテイとは対等、公平という意味だが、金融・財務の世界では、借り入れ
に対して自己資金のことを意味する。貸借対照表では株式、株式持分のことを
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意味する。金融資産や不動産のような利益を生む資産ではなくて地域コミュニ
ティのＮＰＯに対する寄付（投資）やベンチャーへの投資が重要である。地域
コミュニティの公共財（全住民のためのもの)、共通財（特別のグループのた
めのもの)、地域のベンチャー（未来財）に投資する。地域コミュニティのイ
ンフラや地域コミュニティを担う人材に投資する。それが、子供・孫・子孫を
思う心であり、地域コミュニティの長期的繁栄に繋がる。自らの判断で選択し
結果を重視する。資金使途の公開、説明責任を追及する。彼らの視線は厳しい。
一般に米国では、高速道路、ライトレール（市電)、空港施設など地域の公
共事業は、地域公共団体の債券の公募発行により市場から調達される。その債
務の返済資源は、地域コミュニティの売上税への上乗せになることが多い。地
域住民の負担が増える。これらの公共事業実施の是非については、常に住民投
票により決せられる。南カリフォルニア、デズニーランドのあるオレンジ郡の
空港計画（通称ジョンウエイン空港)。当初住民はイエスと言わなかった。計
画は練りに練られてスリム化し、漸くのこと実現した。現在では、利便性・収
益性ともに優れた空港となっている。瀞酒な空港ビルが、街並みにマッチして
いる。サンフランシスコにBＡＲＴ（BayAreaRapidTransportation）と呼ば
れる地域交通システムがある。サンフランシスコ市街地は地下鉄、サンフラン
シスコ湾をトンネルでくぐった対岸のオークランド（40万人）から路面電車と
なり南へシリコンバレーの東端、フリーモントまで延びている。迅速で便利な
公共共通手段になっている。サンフランシスコ半島を素直に南下してシリコン
バレーには延伸していない。当時サンフランシスコの低所得者層が流れ込むこ
とをシリコンバレーのコミュニティが拒否をしたためである。地域コミュニ
ティのインフラは地域コミュニティが決める｡住民は無駄使いには敏感である。
【エンジェル・フォーラム】
眼前の大きなガラス戸の向こうを時折ヨットが悠然と行きかう。借景となる
山の緑と紺碧の海が八月の夕日に照らし出されてまぶしい。喧騒の都会サンフ
ランシスコから北へ、金門橋を越えて九折の坂道を下った所にある満酒な住宅
地、今や観光地として定着したマリーン郡ソーサリート市（人口7200人)。内
海越しに夕闇迫るサンフランシスコに摩天楼が浮かびあがる眺めが高名であ
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ろ。そのダウンタウンの一角にあるレストランがエンジェル・フォーラムの会
場である。プレゼンテンーシヨンが始まる前には、海に張り出したデッキに出
てワインをかざしながら会話が弾む。ネットワーキングと呼ばれるアメリカ特
有の風景である。知らない者同士が目と目があって挨拶し会話が始まる。この
ようにして人の輪が広がっていく。コミュニティ形成の基本はこのような対等
な関係の人々のネットワークの広がりにあるのではないだろうか。
この地域コミュニティは昔からサンフランシスコのお金持ちや芸術を愛好す
る人たちが住んでいた。坂で有名なサンフランシスコ（76.4万人）よりさらに
急峻な地形は自然を愛好する人たちの住宅地となった。素敵なヨット・ハー
バーと港町的なダウンタウンは旅`情を誘うところだ。環境保護にも厳しい土地
だ。自然をそのまま保存することが義務付けられているようだ。自然の深みに
抱かれ、このように時を過ごしている瞬間は、時間は実にゆっくり進んでいる
ように感じる。ここに集った多くのエンジェル。彼ら個人の生活空間は広く、
泰然として時間が流れているに違いない。
エンジェルとは、生命保険、年金基金などの大口の資金運用を行う機関投資
家ではなくて、自由になるお金が百万ドル（一億円強）以上をもつ個人のこと
を意味する専門用語である。この高級住宅地に住む多くの人がそれに該当する
のだろう。
シリコンバレーではこのようなエンジェルが参加するこのようなフォーラム
が昔から存在していた。投資家は投資機会を求める。投資は金儲けと我々日本
人は理解しがちであるが、必ずしもそうではない。地域コミュニティでの資金
の循環と理解すべきである。地域に資金を還元する。死んだら税金に取られる
だけだ。生きているうちに社会貢献をしたい。
最近IPO（株式公開）した成功企業の話が始まった。このエンジェルの会で
ファイナンスを受けている。今回は、Ｅコマースの新しいエンジンを開発した
会社、機械部品バルブのＢ２Ｂビジネス・モデルを作った会社、地方政府向け
電子政府のアプリケションを作っている会社のプレゼンテーションと続く。
彼らのプレゼンの前に、若い女性が紹介ざれ挨拶をした。スポーツ関係の資
金集めを行っている｡関係者の好意で呼ばれて資金協力を頼んでいるのである。
米国で盛んなＮＰＯ（非営利法人）の活動家である。彼女も地域コミュニティ
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の一員である。このような機会に発表の場を与えられて、ネットワークを広げ
ていく。地域コミュニティの存在を感じた瞬間でもあった。
【地域コミュニティの責任を果たす銀行コミュニティバンク】
米国には、いまなお、おびただしい数のコミュニティバンク０３)が存在して
いる。銀行（貸付）業務はそもそも地域コミュニティに根ざしていた。小さな
まちに銀行があり、地域との密着したネットワークをベースに信頼関係を構築
し信用供与を行ってきた。取締役会のメンバは地域コミュニティのネットワー
クそのものであり、貸付責任者の在任期間は長い。リスクを地域コミュニティ
で負い、コミュニティでプロジェクトを支える構造が内在していた。経済が巨
大化し大銀行が有為転変を繰り返す中で、コミュニティバンクは、地域コ
ミュニティ文化を担い､地域コミュニティの伝統となって今なお息づいている。
サンフランシスコはカリフォルニアの金融都市である。州の銀行監督局もここ
にある。カリフォルニアの巨大商業銀行がベンチャー融資に首を突っ込んだ時
期があった。1990年代のはじめ、バンカメ、ウエルズファーゴ、バンクオブカ
リフォルニアなど州の有力商業銀行の本店でヒアリングした。「銀行にベン
チャーはなじまない。いろいろ工夫をしたが難しい」彼らは首をそろえてベン
チャー融資から撤退した。ベンチャー融資を行っている銀行は全米広しといえ
ど、２行しかない。西のシリコンバレー・バンクと東のバンク・オブ・ボスト
ンである。彼らは一種のコミュニティバンクである。地域のネットワークに根
ざし、技術に通じた高度な専門性（エクスパテイーズ）のある人材を抱えるテ
クノクラート集団である。一般の銀行('4)とは異なる。それでも融資を行うタ
イミングはきわめて慎重だ。売掛債権がたたないと無理だし、金利は高い。し
かも融資はワラントとの抱き合わせである。地域コミュニティとベンチャー
キャピタルとの濃密なネットワークの中で融資案件が見えてくる。
[注］
(1)シテイズンシップを権利だけに注目して市民権と定義する人たちもいる。
しかし、市民としての権利は長きにわたる政治的活動から生まれた結果で
あり、まず権利ありきでは決してない。
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(2) カリフォルニア州の政府法（ガバメントコード）36516条には、市会議員
の給与は、人口35千以下の市；月300ドル以下、人口50千以下の市；月
400ドル以下人口七万五千以下の市；月500ドル以下、人口一五万以下の
市；月600ドル以下、人口二五万以下の市；月800ドル以下、人口二五万
以上の市；月1000ドル以下と規定されている。
国家存立の必須要件である連邦税の徴税はリンカーンが大統領となる南北
戦争の時代まで待たねばならない。連邦国家発足後80余年が経過してい
る。連邦政府が大きな役割を演じるのは大恐'慌後のニューディール政策以
降のことである。
アレクシス・ドゥ・トクビル「アメリカの民主主義」下巻ｐ200～207）
同「アメリカの民主主義』下巻pl93より。
米国は州によって市（municipalgovernment、町（township)、準郡
(sub-county）などや、さらに学校区、交通区、電力区、灌概区などの特
別区自治体（specialdistrict）と呼ばれる多様な自治体が存在する。これ
らは州の下部機構ではなく独立した組織として設立されており、それぞれ
に理事会があり,理事長が選ばれる。（出所）「ボランティア論を学ぶ人た
ちのために』世界思想社岡部一郎他
人口三百万人を越える大都市は特別都市（charteredcities）と呼ばれる。
一般の市はgenerallawcitiesと呼ばれ小さい。カリフォルニア州統治法
(CalifOrniaGovernmentCode）3500条以下の規定による。
カリフォルニア州法ではＮＰＯはＮＰＣ（ノンプロフイトコーポレーション）
と命名され、会社法の一部を構成している。
カリフォルニア州税は基本的にはＮＰＯに対する法人税（NPOはカリフォ
ルニア州法人法の一部を構成）は免除されている。日本は都道府県、県等
を複数に亘ってまたがる場合には経済省への認証。認証とはiiながら管理
監督する立場である官庁の手続きであるため通常４ヶ月かかる。『カリ
フォルニア非営利法人法」信山社2000年
市のガバナンスの仕組みは市の規模などにより異なる。彼らは市の設立
時にその形態を選択する。私がここで議論している地域コミュニティの
規模、人口10万までの小都市で、ほぼ同様の制度がとられている。
犬は1年で７年分歳を取る、つまりコンピュータ業界はそれくらい成長
が早い。他の地域に比べスピードが比較にならない程に速いdogyearの
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
(10） 
(１１） 
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シリコンバレーと呼ばれた時代である。
(12）①ⅡYouwinwhenyoubeatthecompetitio､.Ⅱの時代からmEveryone
winswhenyouencouragesthecompetitionⅡの時代に。②ⅡThemore
youdoyourself,themoremoneyyoumake,'１の時代から’１Themoreyou
outsource,themoremoneyeveryonemakes.Ⅱの時代へ。
(13）一般に資産規模で10億ドル未満をコミュニティバンクと称する（米国の
コミュニティバンク由里宗之ミネルバ書房ｐ３）ようである。その銀
行数は約8800行。全米銀行数約9100行の96％を閉める。いわゆる中小都
市、スモールタウンの銀行資産規模'億ドル未満で見ても約5800行、全
体の64％を占めている。
(14）米国の銀行は、州の垣根を越えて業務を展開することは最近まで禁止さ
れていた。－銀行一支店という思想も根強いものがあった。米国十指に
入ったイリノイ州の巨大銀行も80年代までシカゴの本店一店舗だけで業
務を行っていた。世界の大銀行が米国に押し寄せた80年代に入り、初め
て州際業務の解禁が検討され現在に至っている。大口の長期資金を提供
する仕組みが銀行サイドからは生み出せなかったことから、全米規模で
の長期の資金調達については、市場を介して投資家が借主（資金調達者）
に直接資金を提供する直接金融が発達する。市場を介することにより適
正な価格（利率）が形成されるのである。役所や特定の個人が金利を決
めるわけでない。投資銀行がある条件のものとでリスクをとって資金を
集めるという引受業務が定着する。投資銀行を中心に米国では、証券市
場、証券業務が発達する。市場とはルールの塊である。フェアプレイの
精神が前提だ。米国では百年を超える証券市場作りの歴史がある。優秀
な弁護士集団である証券取引委員会が日夜ルールを検討し日夜ルールを
監視している。
コミュニティバンクに発した米国の金融の歴史はリスクを常に投資家に
認識させる途を貫き極める方向で進行する。コミュニティから全米市場
に飛躍する将来性のあるベンチャー企業の育成に関しては、全米規模の
リスクマネー市場（店頭、ナスダック）が有名であるが、地域でも市場
（ピンクシート）が形成されている。米国では様々な投資リスクが発生し
た。貸付、株式、債券、ファンド、デリバテイブなど、投資家は常にリ
スク判断を要求される。リスクに対する長い伝統があるといっても過言
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ではない。彼らはリスクと隣合わせで生きてきた。リスクを許容する懐
が大きい社会を構築しているともいえる。リスクは個々人の責任の問題
である。リスクは政府が保証はできないし、してはいけない。
経済の拡大、資金ニーズの巨大化、多様化のなかで、リスクの分散化手
法としての直接金融は、更なる展開を見せる。まず投資銀行が市場性短
期証券を用いて銀行預金の代替物としての証券性預金を開発する。銀行
という仲介期間なき預金という意味で、ディスインターミディエーショ
ン（中抜き）と呼ばれる現象が進行する。投資銀行は、コンピュータを
駆使して金融の証券化、金融の市場化を進める。住宅貸付債権の政府に
よる買取市場が創設されていたが、彼らはその債権を束にして市場性の
高いより細分化した債券として市場性を高めた。いわゆるモーゲジ・セ
キュリタイゼーションを完成させる（話題のサブプライムはこの延長線
にあるものでより功妙に設計されすぎた。機会があれば説明したい)。そ
の応用問題として、自動車ローン、リース債権、中小企業貸付などその
他の一般債権の証券化が進む。銀行の大口貸付債権についても貸付債権
を市場化し、大銀行がその鞘を抜く。彼らは貸付のアレンジャとなって、
即刻債権をオフバランスしてリスクを削減する方向に進んだ。当時横並
びで米国進出してきた日本の地方銀行をそのはめ込み先として狙い打ち
されたことはまだ記憶に新しい。金融は、流動化、市場化により如何に
リスクを分散化するかという方向で進んでいる。
大口の資金を預かる機関投資家は多様化する金融商品に直面して数学的
な世界でリスク管理を行い、ポートフオリオを組むようになっていく。
米国銀行は、リスクにまみれながら彼らの生き延びる道を開拓して行っ
て今日がある。わが国の銀行は何故か二十年以上遅れてしまった。米国
の金融システムは、グローバル化の波の中で変動性が高まっている。千
差万別の多様なリスクは投資家をして健全なるリスクマインドでなけれ
ば対応できない状況をうみだしている。投機はできない洗練された直接
金融の世界を生み出している。
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